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2024年IPI世界大会報告

•１）IPIとは

•２）2024年世界大会・メディアイノベーション
フェスティバル

•３）写真で見るサラエボの街と歴史



１）IPIとは
報道の自由を推進・擁護するため
の団体、７０年以上の歴史をもつ

•本 部：ウィーン

•設 立：1950年、米コロンビア大学にて

•発起人：報道の自由を求める世界16か国の編集人ら

•体 制（2024.5〜）：

理事長＝マートン・ガーゲリー氏（ハンガリー、「HVG」編集長）

副理事長＝米国、レバノン、ブラジル、ウクライナの理事

日本の理事：藤井彰夫氏（日本経済新聞社論説主幹）24.5〜



２）2024年世界大会・
メディアイノベーション
フェスティバル

•主題＝「危機を乗り越える：転換期にあ
るジャーナリズム」

•２５超のパネルセッション、ワークショップ、
映画上映会

•参加者：世界６８か国から３５０人超

•会 場：ホテル・ホリデイ（旧ホリデイ・イン）

〜ボスニア紛争時（1992-96）に

各国の記者が詰めていた



＜オープニングセッション＞
「戦争と平和とジャーナリズム
〜３０年を経てサラエボ包囲を振り返る」

War, peace, and journalism: Reflecting on the siege of Sarajevo 30 years later

•「外へ出られず、水も食料も暖房も
何もかもない状況では、なぜ、何が、
いつまで….といった『情報』が食料

に増して重要になる。それを人々に
知らせることがジャーナリストの役
割で、私が記者になった理由だ」

（AP通信のアイーダ記者）



＜セッション＞
「『勇気』のプロフィール：
パレスチナ人ジャーナリストとの
特別対談」

Profile in courage: 
A special conversation with Palestinian journalists

「ガザのジャーナリストは大きな代償を払っ

ている。報じることで標的にされるのだ。そ
れでも私たちは報道し続ける。人間として、
ここで起きていることを世界に知らせる使命
のために」

（「アルジャジーラ」ガザ支局長、

ワエル・アルダハドゥ氏）



◆ガザの死者数（昨秋以降）：

３万５０００人超
（5月12日、ガザ保健当局発表）

◆ジャーナリストの犠牲者：

１００人超
（5月27日、米ジャーナリスト保護委員会発表）

※過去最悪



…..大会決議のための審議は紛糾



＜その他セッション＞



３）写真で見る
サラエボの街と歴史

＜３つの民族＞

ボスニャク人４４％

セルビア人３１％

クロアチア人１７％

ホテル・ホリデイ

（旧ホリデイ・イン）







アパートに残る銃痕…





サラエボ包囲ミュージアムより







ラテン橋
（サラエボ事件の現場）







ラテン橋の近くに、、、
左：オスロボロジェニェ新聞（ボスニア最古の歴史をもつ）
右：同紙が入るビル、隣は在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本大使館



国立博物館















サラエボの街















参考情報：
ボスニアの物価は

日本並み



次回開催地： 未 定

…ご静聴ありがとうございました
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